
 

平成 29 年 11 月 9 日 

 

各位 

         JR 和泉砂川駅周辺活性化協議会 

会長 北野 勝彦 

 

報 告 書 
南海本線男里川鉄橋橋脚沈下で樽井～尾崎駅間が不通となった 
樽井・尾崎駅～JR 和泉砂川駅間の代行輸送を可能にしよう 

 

 去る 10 月 22 日（日）16 時 30 分頃に、台風 21 号による影響で発生した南海

本線樽井～尾崎駅間の男里川下り鉄橋一ケ所の橋脚沈下事故の現場を、同月 25

日（水）午前に見分しました。現場では、国土交通省運輸安全委員会の調査官

が調査をされていました。現場の状況は別添の写真の通りです。 

 原因は、下り橋脚一ケ所のレンガ積み橋脚の洗掘による沈下です。沈下した

橋脚は、長年による土砂堆積により川幅が急激に両側から狭さくされた先を遮

るような位置にあり、台風 21 号による大量の水流を一手に受け、耐えしのいだ

ものの、周囲の土砂が洗掘され、橋脚沈下に至りました。また、その他の橋脚

全箇所にも経年変化による歪み・傾きがあるように見受けられました。男里川

鉄橋は、日々の保線活動と運行の適切さ、運転手の機転に助けられたおかげで

大事故には至りませんでした。 

 半月余りを経過した現在は、樽井～尾崎駅間の運休から復旧し、上下線とも

普通列車を概ね 30 分間隔で単線運行しています。バス輸送は、箱作駅前～泉佐

野駅前を平日の朝のみ片道運行しています。 

運行トラブル以来、府県民は大変な苦境を強いられています。今回のトラブ

ルで、樽井駅 駅前広場～JR 和泉砂川駅 駅構内とその中の泉南市所有の袋地を

利用し、乗り継ぎ場所を確保して代行輸送も出来たのではと思います。泉南地

域で特急・快速停車駅である JR 和泉砂川駅の災害時の支援救助・代替輸送拠点

駅としての重要な役割が大きくクローズアップされたように強く感じました。 

私達は、既に駅舎・自由通路橋上化、車両乗降施設（災害・代替輸送拠点、

福祉支援駅）の実現をお願いしており、一刻も早く実現出来るよう、JR や泉南

市に働きかけていきます。 

 

 



平成 29 年 12 月 13 日 

 

リニア新幹線『奈良ルート』決定、 
その接続口を基点にした在来路線高速ネットワーク化が急務！ 

 

南海本線は、短期間のうちに復旧を遂げ、以前と変わりなく電車が上下とも

男里鉄橋を通過しています。しかし、全国には、建設から 100 年以上経過した

鉄橋が約一万本あるそうで、築提構造の線路盤が長雨に打たれると水ぶれ現象

になり、崩壊や陥没の恐れがあり、鉄道の維持管理も大変なようです。 

一方、近畿地方では、リニア新幹線『奈良ルート』が決定し、接続口を基点

とした在来線の高速ネットワーク化が、近畿の発展上、急務となっています。

弊会も、その啓蒙・啓発活動により一層努力したいと思っています。 
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